
日本独自のホスピタリティを考えよう「不確実時代の生き方セオリー（20）」 

（産経新聞 夕刊（大阪）2009 年 3 月 19 日掲載） 

 

 スイスのシンクタンクである世界経済フォーラムが観光競争力のランキング（２００９

年）を発表しました。１位からスイス、オーストリア、ドイツ、フランス。日本は２ラン

ク後退して２５位でした。 

 順位よりも興味深かったのは、その内容です。ランキング計算のもととなる１４の評価

基準の中で、交通インフラや観光資源では日本は上位にランクされていましたが、「親しみ

やすさ」が１３３国中、１３１位だったのです。 

 親しみやすさは３つの要素で計算されています。オープンであるか（１３０位）、外国人

への態度（１０６位）、ビジネス旅行時の観光（１３０位）。日本はこれらの評価が極端に

低かったのです。 

 一方、米国の旅行会社は欧米のホテルを調査し、日本人観光客のマナーが２年連続で世

界一だとの結果を公表しています。個人と（観光）産業の違いはありますが、よいゲスト

（お客さん）ではあっても、よいホスト（招き迎える側）ではないとみられるのは寂しい

気がします。 

 日本には伝統的に“おもてなし”という文化があります。それはホスピタリティと訳さ

れることが多いのですが、実際には両者の意味は同じではないとのことです。ホスピタリ

ティには異人歓待という要素が強くあり、それは自らの共同体が外部と共存共栄を図るた

めに行った風習からきているようです。 

 そういう意味では同じ日本人をもてなすというだけでなく、文化の異なる他者とうまく

交流する能力は、真の異人に接する機会が比較的少ない私たちの弱点なのかもしれません。 

 ホスピタリティはホスト、ホテル、ホスピタル、ホスピスなどと語源を共有するととも

に、ホスティリティ（敵意）、ホステージ（人質）とも同根だとのことです。他者とうまく

向き合えばよい関係を築けますが、一歩間違うと対立してしまうことになりかねません。 

 観光は将来性のある産業として期待されています。しかし、そのためには私たちが日本

らしいホスピタリティとは何かを考え、実践していくことが必要です。 

 

（大阪ガス エネルギー・文化研究所主席研究員 豊田尚吾） 

 

 

 

 

 

 

 



表  世界の旅行・観光競争力ランキング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所）世界経済フォーラム「旅行・観光競争力報告 2009 年版」 

※ （括弧）内は昨年順位 

 

 

順位 国名 順位 国名
１（１） スイス １６（１１） アイスランド
２（２） オーストリア １７（１５） ポルトガル
３（３） ドイツ １８（２１） アイルランド

４（１０） フランス １９（１７） ノルウェー
５（９） カナダ ２０（１９） ニュージーランド
６（５） スペイン ２１（２４） キプロス
７（８） スウェーデン ２２（２７） ベルギー
８（７） アメリカ ２３（２０） ルクセンブルグ
９（４） オーストラリア ２４（２２） ギリシャ

１０（１６） シンガポール ２５（２３） 日本
１１（６） イギリス ２６（３０） チェコ

１２（１４） 香港 ２７（２６） エストニア
１３（１８） オランダ ２８（２８） イタリア
１４（１３） デンマーク ２９（２５） マルタ
１５（１２） フィンランド ３０（２９） バルバドス


